
ひろしま市議会だより（5）　令和５年(２０２３年)４月

１ 盛土規制法
　令和５年５月26日に施行される「宅地造成及び特定盛土等規制法」の通称。令
和３年７月に発生した静岡県熱海市の盛土崩落に伴う大規模な土石流災害等を
踏まえ、これまでの「宅地造成等規制法」を法律名・目的も含めて抜本的に改正
し、危険な盛土等を全国一律の基準で包括的に規制することとなった。今後、本
市は、同法に基づき、盛土等に伴う災害防止のため、盛土等により人家等に被害
を及ぼしうる区域を規制区域として、令和７年５月25日までに指定する。

２ 広島拘置所の壁画
　広島城築城400年を記念して、本市の依頼に基づき、東区出身の故入野忠芳氏
が制作し、平成元年11月に完成した。広島拘置所一帯がかつての広島城郭内武
家屋敷跡であることにちなみ、江戸時代の城下町の様子が再現されている。縦約
２㍍   、全長約200㍍   に及ぶ大作である。

３ あんしん電話
　本市在住の高齢者等を対象に実施しているサービスの一つ。緊急時に通報機
器のボタンを押すと看護師等が待機する電話相談センターにつながり、救急車
の要請や健康相談を行うことができる。利用料は原則自己負担。

４ ナッジ理論
人々が行動を選択する時の癖を理解して、強制することなく、人々が望ましい
行動を選択するように導くアプローチのこと。ナッジとは、英語で「注意をひく
ために肘で軽く突く、そっと背中を押す」という意味。

５ カミハチキテル
　民間企業を中心に、行政や大学など、広島都心に関わるさまざまな団体が参画
する官民連携のまちづくりプラットフォームのこと。カミハチとは、“カミ（紙屋
町地区）”と“ハチ（八丁堀地区）”を一体的にとらえた愛称であり、キテルは、人に
キテほしいなどの意味が込められている。今後、このエリアで多くの都市開発プ
ロジェクトが動きつつある中、カミハチを中心に、都心全体をリノベーションす
るための方向性を検討・実現することを目的としている。

4面本文中に赤表記した用語を解説しています用 語 解 説

る
こ
と
。

●
も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
に
よ
っ
て
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
基
幹
産
業
で

あ
る
自
動
車
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
中
小
企

業
に
対
し
て
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
経
営
・
資

金
・
技
術
の
面
か
ら
総
合
的
な
支
援
の
確
実

な
実
施
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
企
業
同

士
の
関
係
構
築
に
つ
な
が
る
取
組
の
拡
充
を

図
る
こ
と
。

●
地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
負
担
軽
減
や
担
い
手
確
保
に
向
け

て
、
民
生
委
員
協
力
員
制
度
の
さ
ら
な
る
充

実
等
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
広
島
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
担
う
福
祉
関
係
業
務
が
着
実
に

実
施
で
き
る
よ
う
、
組
織
体
制
の
充
実
に
必

要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

●
高
齢
者
や
子
ど
も
、
障
害
者
な
ど
誰
も
が

安
全
・
安
心
に
移
動
で
き
る
交
通
環
境
の
形

成
に
向
け
て
、
駅
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

や
防
犯
対
策
の
強
化
等
に
努
め
る
こ
と
。

●
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
官
民
連
携
の
も
と
、
公
共
空
間
等

を
滞
留
空
間
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
、
都
市

空
間
の
新
た
な
活
用
方
法
の
検
討
を
進
め
、

都
心
に
お
け
る
新
た
な
に
ぎ
わ
い
と
憩
い
の

場
の
創
出
に
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に
つ
い
て
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
等
を
活

用
し
た
小
中
一
貫
教
育
校
相
互
の
交
流
授
業

な
ど
の
先
行
的
な
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、

実
践
事
例
の
普
及
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
等
に
関
す
る
教
員

研
修
の
継
続
的
な
実
施
に
取
り
組
む
こ
と
。

●
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、
そ

の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
、
組
織
的
か
つ
適

切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
教
員
と
児
童
生

徒
の
信
頼
関
係
が
醸
成
さ
れ
た
学
級
づ
く
り

や
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
個
々
の
状
況
に
応

じ
た
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
の

拡
充
を
進
め
る
こ
と
。

●
教
職
員
が
心
身
と
も
に
健
康
を
維
持
し
て

教
育
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
産
業

医
や
保
健
師
な
ど
の
専
門
的
人
材
の
活
用
を

推
進
し
、こ
こ
ろ
の
病
の
予
防
や
早
期
自
覚
、

早
期
対
処
な
ど
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
充

実
を
図
る
こ
と
。

●
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、
担
い
手
の

高
齢
化
等
に
よ
る
人
材
不
足
を
解
消
す
る
た

め
、
新
た
な
従
事
者
の
確
保
や
育
成
と
い
っ

た
駆
除
班
の
体
制
強
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
有
害
鳥
獣
駆
除
捕
獲
物
処
理
モ
デ
ル
事

業
の
本
格
実
施
や
広
域
的
な
連
携
な
ど
、
効

果
的
・
効
率
的
な
仕
組
み
の
構
築
を
検
討
す

【
要
望
事
項
】

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
向
け

て
、地
区
社
会
福
祉
協
議
会
や
連
合
町
内
会・

自
治
会
と
い
っ
た
既
存
の
組
織
を
、
そ
の
役

割
や
機
能
を
確
認
し
た
上
で
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
「
新
た
な
協
力
体
制
」
と
し
て
認

め
る
な
ど
、柔
軟
に
制
度
を
運
用
す
る
こ
と
。

ま
た
、
専
門
的
な
人
材
を
有
す
る
企
業
等
と

の
連
携
に
よ
り
、
地
域
の
課
題
解
決
を
支
援

す
る
た
め
の
仕
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
。

●
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の
利

便
性
を
向
上
す
る
た
め
、
申
請
書
に
あ
ら
か

じ
め
氏
名
等
を
印
字
す
る
な
ど
「
書
か
な
い

窓
口
」
の
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
子
育

て
や
介
護
な
ど
申
請
件
数
の
多
い
行
政
手
続

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進
に
取
り
組
む
こ

と
。

●
消
防
行
政
に
お
い
て
は
、
市
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
守
る
た
め
、
職
員
個
々
の

適
性
や
能
力
に
応
じ
た
人
材
育
成
、
消
防
車

両
・
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
の
消
防
防
災

設
備
や
消
防
防
災
施
設
の
計
画
的
な
更
新
に

努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
新
た
に
配
備
す
る
消

防
活
動
用
ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
向
上
し

た
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
研
修

や
訓
練
を
適
切
に
実
施
し
、
安
全
で
効
果
的

な
運
用
を
図
る
こ
と
。

予
算
特
別
委
員
長
報
告

本会議で報告する西田浩委員長

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
令
和
５
年
度
・
令
和
４
年
度
関
係
議
案
に
つ
い
て
、
２
月

22
日
以
来
、
連
日
に
わ
た
っ
て
慎
重
に
審
査
を
重
ね
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
第
１
号
議
案

令
和
５
年
度
広
島
市
一
般
会
計
予
算
」
お
よ
び
「
第

１
２
２
号
議
案

令
和
４
年
度
広
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）」
に
対
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
１
件
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、所
定
の
手
続
き
に
従
い
、討
論・採
決
を
行
っ

た
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
の
諸
議
案
に
つ
い
て
も
、
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
３
月
14
日
の
本
会
議
で
、
本
委
員
会
の
西
田
浩
委
員
長
が
、
令
和
５

年
度
・
令
和
４
年
度
関
係
議
案
の
審
査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

要
望
事
項
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

今期の任期満了をもって引退する議員議会
トピックス

※任期　令和元年５月２日～令和５年５月１日

佐々木壽吉
（８期）

金子和彦
（８期）

谷口　修
（６期）

中本　弘
（14期）

木島　丘
（11期）

藤田博之
（10期）

児玉光禎
（９期）

竹田康律
（５期）

馬庭恭子
（５期）

渡辺好造
（５期）

近松里子
（３期）




